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の辛亥革命に関係する孫文の資料「山田良政・純三郎兄弟遺品」の愛知大学寄贈 一九九二年一一月）がある。幸いに「愛知大学東亜同文書院記念センター設立」が実現したことは、愛知大学 とっては画期的なことである。三、愛知大学東車問 記念センターの設置愛知大学と東亜同文書院の関連について、愛知県知事の諮問的会合の「あいちの文化懇話会」という集まりで、そのメンバーの上坂冬子さんが「中日新聞」（一九九三年四月三
O日）に寄稿し、最後のところで「他に追従す













































































































































































みていた。そのことが卒業生を学校から教職追放（パージ）にした。このことにより愛知大学の創設は無理ではないかと心配 たことがあった。この間題は愛知大学の創設と関連し 本問、神谷先生 度々、
GHQ
に呼び出
されていたが、この点は、戦後の の寛大な処理、中国の寛容な対応が、愛知大学 創設にかかわった である。「東亜同文書院がスパイ学校」への反論を大城立裕（四四期、芥川賞受賞作家）は、

















なくてはならない。」つまり大学運営の基本は創設理念によることが一般的で、臨時教育審議会においても「建学の理念」を強調し がら、芭蕉の「不易流行」の論理を訴えてい 。芭蕉の「不易流行とは、不易は永遠に変わらないもの。流行 その時々の新風のこ 。こ 二の風雅は誠から出 もので根本 ひとつである。」言葉は臨時教育審議第二次答申の「第三節未来から挑戦」における「（
1）教育における不易と流行」の項に
ある（『文部時報」昭和六二年八月｜臨教審答申総集編九
O
頁
1九一頁）。この考えを参考に、次のような期待
が前提になろう。
愛知大学では、幸いにも「愛知大学東亜同文書院大学
記念センター」の設置が掘友会と愛知大学の問で、まとまりつつあることは喜ばしい。あ ためて大学創設の理念が問い直されると同時に、大学の発展は個性化への志向が基本となるからである。
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